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環 境 だ よ り環 境 だ よ り

・下段の数値は前年度同時期の検査結果です。採水日のコンディションや降雨後の増水状況等により

　検査結果に多少の誤差がでてしまいますので、本来は長期的な推移を見ないと変動状況は把握でき

　ませんが、参考までに掲載しております。

・水素イオン濃度・・・水素イオンを計測し水が酸性であるかアルカリ性であるかを判別します。7.0

　　　　　　　　　　　が中性です。検査結果はほぼ中性といえます。

・浮遊物質量・・・・・水中に浮遊する小さな物質の総称です。数値が多いほど水質の悪化が進んで

　　　　　　　　　　　いると言えます。

・生物化学的
・・・・・

水中の汚染物質がバクテリアに分解される時に消費する酸素の量を計測しま

　酸素要求量 　　　　  す。数値が高いほど水質の悪化が進んでいると言えます。　　　　　　

・大腸菌群数・・・・・大腸菌の数です。数値が高いほど水質の悪化が進んでいると言えます。

・今回より、シアン・鉛・六価クロム・ひ素・全水銀の５項目の重金属類も調査対象としましたが、 

　いずれの河川や池沼からも検出されませんでした。

町内公共水域水質検査の結果報告

検査項目

採水場所

水素イオン
濃度（Ph）

浮遊物質量
（SS）

生物化学的
酸素要求量
（BOD）

大腸菌群数

尾呂志川Ａ地点
（阪本川との合流付近）

6.8 0.5mg/l 0.7mg/l 2400 個

6.9 0.7mg/l 0.5mg/l 350個

尾呂志川Ｂ地点
（広田川との合流付近）

7.2 2.6mg/l 0.8mg/l 2400 個
6.8 1.5mg/l 0.6mg/l 540個

市木川Ａ地点
（神木柿原地区付近）

7.0 0.5mg/l 1.2mg/l 2400 個
6.8 2.0mg/l 0.6mg/l 920個

市木川Ｂ地点
（稲荷神社下流付近）

6.7 0.8mg/l 1.6mg/l 2400 個
6.7 1.9mg/l 1.1mg/l 920個

志原川Ａ地点
（リサイクルセンター前付近）

7.1 1.2mg/l 1.2mg/l 2400 個
7.0 5.7mg/l 0.6mg/l 1600個

志原川Ｂ地点
（旧国道４２号線水門付近）

6.8 12.3mg/l 2.6mg/l 2400 個
7.3 20.6mg/l 2.7mg/l 1600個

つぼの池
（地上からの採水可能な場所）

8.9 8.1mg/l 4.0mg/l 920 個
7.3 9.0mg/l 3.1mg/l 540個

みのの池
（地上からの採水可能な場所）

6.4 5.8mg/l 1.4mg/l 2400 個
6.8 6.5mg/l 3.9mg/l 2400個

　御浜町生活環境課では、御浜町内における生活雑排水等が原因とされる水質汚濁の状況を把握するた
め、夏場と冬場の年 2回、町内河川および湖沼の水質検査を実施しています。去る 7月 30日に実施し
た水質検査の結果は次のとおりです。

水質悪化の主な原因は、家庭からの生活排水だと言われています。環境に優しい炊事や洗濯、
浄化槽の維持管理など、生活排水による公共水域の汚濁防止にご協力をお願いします。

（上段：本年　下段：昨年）
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今
回
は
南
郡
熊
野
市
町
村
合
併

研
究
会
事
務
局
で
行
っ
て
い
る
具

体
的
な
研
究
事
業
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
事
務
事
業
実
態
調
査

　

事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
５
市

町
村
間
で
同
じ
内
容
も
あ
れ
ば
、

各
市
町
村
独
自
の
取
り
組
み
が
あ

っ
た
り
し
ま
す
。
現
在
、
市
町
村

の
全
事
務
事
業
の
把
握
や
課
題
・

問
題
点
を
洗
い
出
す
た
め
の
事
務

事
業
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
町
村
に
お
け
る
事
務
事
業

数
は
２
３
０
０
余
り
あ
り
、
12

の
専
門
部
会
を
設
置
し
て
、
今
後

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
や
事

務
事
業
の
調
整
を
行
う
際
の
基
礎

資
料
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

専
門
部
会
は
総
務
、
議
会
、
企

画
情
報
、
住
民
、
税
務
、
福
祉
、

環
境
衛
生
、
農
林
水
産
、
商
工
観

入
道
雲　

伝
説
数あ

ま
た多　

近
江
冨
士 

榎
本　

宣
子

甚じ
ん
べ
え平

は　

孫
と
お
揃
い　

囲
碁
を
打
つ 

前　

た
き
子

逃の
が
れ
ん
と　

旅
に
出い

で
し
も　

猛
暑
か
な 

石
橋　

寛
朝

畑
仕
事　

追
れ
追
れ
て　

盆
迎む

か
ふ 

岡
本
三
八
重

湯
上
り
の　

嬰み
ど
り
ご児

愛
し　

夏
座
敷 

須
崎
久
美
子

新
涼
の　

夕
風
背せ

な
に　

野の

ら良
帰
り 

河
辺　

憲
生

子こ

ら等
帰
り　

静し
じ
ま寂
に
浸ひ

た

る　

夜
の
秋 

榎
本　

楢
代

歯
医
者
出
て 

あ
か
ね
飛
び
交か

う 

道
に
い
て 

仁
井
田
御
浜
児

大
花
火　

終
え
て
漁い

さ

り
火び　

残
り
た
り 

浦　
　

正
枝

亡
き
姑は

は

の　

魂
な
ら
ん　

初
は
つ
ぼ
た
る蛍 

西　
　

澄
江

峠
き
て　

集
い
親
し
き　

法ほ
う
し
ぜ
み

師
蝉 

福
井　

松
翠

晩ば
ん
が
く学
の　

書
斎
は
厨

く
り
や　

秋
あ
き
と
も
し灯 

下
川　

幸
子

ア
ル
プ
ス
の　

ご
と
し
洋
上　

雲
の
峰 

梛
山　

て
い

終
戦
日　

噛か

み
て
味
わ
ふ　

米
の
飯め

し 

大
久
保
歌
与

稜り
ょ
う
せ
ん
線
の　

雲
う
す
れ
ゆ
く　

終
戦
日 

和
田
真
沙
恵

迫
り
く
る　

雨
脚
白
く　

施せ
が
き
で
ら

餓
鬼
寺 

大
川　

青
螺

夕
焼
け
て　

明
日
も
晴
れ
る
か　

雨
を
恋こ

ふ 

中
西　

水
交

老お
い
ぼ
れ耄

の　

処し
ょ

す
術す

べ

も
な
し　

油
照で

り 

桧
作　

豊
子

道
昏く

れ
て　

涼す
ず
か
ぜ風
う
れ
し　

 

北ほ
く
と
せ
い

斗
星 

畑
林　

桐
花

み
は
ま
広
報
俳
句
八
月
抄　

光
、
土
木
建
設
、
教
育
、
水
道
の

全
12
部
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
市
町
村
合
併

へ
の
関
心
度
や
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
意
見
を
伺
う
た
め
の
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

南
郡
熊
野
に
お
住
ま
い
の
有
権

者
２
０
７
４
人
（
全
有
権
者
の
約

６
％
）
の
方
を
無
作
為
に
抽
出

し
、
９
月
中
旬
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
を
発
送
、
現
在
集
計
中
で
す
。

　

お
聞
か
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は

合
併
検
討
に
お
い
て
、
ま
た
、
こ

れ
か
ら
の
こ
の
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
を
検
討
し
て
い
く
た
め
の
一
つ

の
参
考
資
料
と
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

南
郡
熊
野
市
町
村
合
併
研
究
会

紀
宝
町
成
川
４
０


０
７
３
５
│
２
８
│
１
１
４
１

　　合併すると行政サービスが低下するのではないか？

　　合併後は、それまでの役場は支所などとして残されるのが一般的で、

　　住民票の交付や印鑑証明などの身近なサービスは、これまでと同じに

受けられます。勤務地の近くで窓口サービスが受けられるなど、便利さが

増す場合もあります。

　しかし、用件によっては本庁舎まで足を運んでいただくことになる場合

もあると思われますが、支所等への職員の配置を適正に行うことにより、

不便さを解消する機構を考えることが重要になると思います。

市町村合併
研究会
コーナー

市町村合併に関するＱ＆Ａ－Part2
Q

A

市町村合併

みんなで

考えよう！

市町村合併
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不
動
産
売
買
な
ど
の
大
切
な
契

約
を
交
わ
し
た
り
、
遺
言
を
残
し

た
り
す
る
と
き
は
、
後
々
の
ト
ラ

ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
も
「
公
正
証

書
」
の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
か
ら

任
命
さ
れ
た
法
律
の
専
門
家
で
あ

る
公
証
人
が
作
成
す
る
文
書
で
、

法
律
に
よ
っ
て
一
般
の
私
文
書
に

比
べ
強
い
証
拠
力
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

国
民
年
金　

だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
！

　

そ
れ
は
、
賃
金
や
物
価
の
上
昇

に
あ
わ
せ
て
年
金
額
が
ス
ラ
イ
ド

す
る
こ
と
、
ど
ん
な
に
長
生
き
し

て
も
終
身
に
わ
た
っ
て
支
給
さ
れ

る
こ
と
、
万
一
の
場
合
の
た
め
の

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
あ
る
こ

と
な
ど
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
将
来
の
経
済
社

会
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
と

も
、
そ
の
社
会
で
、
そ
れ
ま
で
の

生
活
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
暮
ら

し
の
で
き
る
年
金
額
が
約
束
で
き

　

私
た
ち
の
老
後
の
生
活
を
支
え

る
大
き
な
柱
で
あ
る
国
民
年
金
。

　

こ
の
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年

金
に
は
、
個
人
年
金
や
貯
蓄
に
は

な
い
、
公
的
年
金
だ
か
ら
で
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

税
務
住
民
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

10
月
は
、
町
県
民
税
第
3

期
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税
第

４
期
の
納
期
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

納
期
限
10
月
31
日
（
木
）

※
納
税
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

　住宅ローン等を利用してマイホームの新築、購入、増改築
等をし、平成 13 年１月１日から平成 15 年 12 月 31 日までの
間に居宅の用に供した場合、一定の要件に当てはまれば、居
宅の用に供した年から 15 年間又は 10 年間、「住宅借入金等
特別控除」を受けることができ、所得税が軽減されます。
【控除を受けるための手続】
　住宅借入金等特別控除を受けるためには確定申告をする必
要があります。但し、給与所得者は、１年目に確定申告をす
ると２年目以降は、年末調整で控除が受けられるしくみにな
っています。
【マイホームの取得に伴う税金】
・印紙税  …  請負契約書や売買契約など（収入印紙）
・登録免許税  …  土地や建物の所有権等の登記において
・不動産取得税  …  土地や建物の取得の際、地方税として

【パート収入や内職などの収入に対する税】
　パート収入は、通常、給与所得となります。課税される所得は、
パートの年収から、給与所得控除額（最低 65万円）と基礎控除（38

万円）などの所得控除を差し引いた残額です。
　また、内職などの収入は、事業所得又は雑所得となりますが、パー
ト収入とのバランスを図るため、一定の条件に当てはまる方は、内職
などの年収から必要経費として 65万円を差し引くことができます。
　パート収入及び内職などの収入のみの方は、その合計年収が 103

万円までであれば、配偶者控除（38万円）が受けられます。
　なお、配偶者が財産をもらったときや相続したときにも、一定の
要件を基に配偶者に対する軽減措置がとられています。

※お分かりにならない点は、税務署へご相談を！
†問い合わせ先†
尾 鷲 税 務 署　　　０５９７２－２－２２２２

『
公
証
役
場
』
っ
て

ご
存
じ
で
す
か
？

〜
大
切
な
契
約
や
遺
言
は

公
証
役
場
で
〜

る
の
は
、
公
的
年
金
が
、
社
会
全

体
で
老
後
の
生
活
を
支
え
合
う
、

『
世
代
間
扶
養
』
の
し
く
み
で
あ

る
か
ら
で
す
。

　

公
的
年
金
に
は
こ
う
し
た
役
割

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
礎
年
金
の

給
付
や
事
務
の
費
用
に
は
国
庫
負

担
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
納
め
た
保
険
料
は
全
額

が
税
法
上
、
所
得
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
の
で
、
実
質
的
な
減
税
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
個
人
年
金
や

貯
蓄
は
、
個
々
人
が
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
あ
わ
せ
て
多
様
な
老
後
の

生
活
を
送
る
た
め
に
、
公
的
年
金

を
補
う
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
踏
ま
え
、

公
的
年
金
を
土
台
と
し
て
、
個
人

年
金
や
貯
蓄
を
組
み
合
わ
せ
て
、

老
後
の
収
入
の
確
保
に
備
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課　

く
ら
し
と
相
談
係


３
│
０
５
１
２
（
担
当 

林
）

マイホームを取得したとき

夫婦と税（パートと税）

　

ま
た
、
そ
の
原
本
は
公
証
役
場

で
保
管
さ
れ
る
も
の
で
、
紛
失
し

た
り
改
ざ
ん
の
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
公
正
証
書
に
つ
い
て
の
相
談

は
無
料
で
、
相
談
や
文
書
の
内
容

の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
は
、

次
の
公
証
役
場
ま
で

・
津
合
同
公
証
役
場


０
５
９
│
２
２
８
│
９
３
７
３

・
松
阪
公
証
人
合
同
役
場


０
５
９
８
│
２
３
│
７
８
８
３

・
四
日
市
公
証
人
合
同
役
場


０
５
９
3
│
5
３
│
３
３
９
４

・
伊
勢
公
証
役
場


０
５
９
６
│
２
８
│
６
５
０
６

・
上
野
公
証
役
場


０
５
９
５
│
２
３
│
６
５
４
9
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季
節

　
カ
レ
ン
ダ
ー

季
節

　
カ
レ
ン
ダ
ー

10月

No.262

禁煙する時の
3つのポイント

生体リズム

早起きで


気
楽
な
気
持
ち
で
続
け
ま
し
ょ

う
。（
と
り
あ
え
す
３
日
休
煙

の
つ
も
り
で
）


気
分
転
換
方
法
を
見
つ
け
ま
し

ょ
う
。（
深
呼
吸
、
歯
磨
き
、

う
が
い
、
野
菜
や
果
物
を
食
べ

る
、
水
や
お
茶
を
飲
む
、
軽
い

運
動
を
す
る
）


禁
煙
後
の
自
分
を
想
像
し
て
み

ま
し
ょ
う
。（
食
欲
が
で
る
、

喉の
ど

の
調
子
が
よ
い
、
口
臭
が
な

く
な
る
、
動ど

う
き悸

・
息
切
れ
が
な

く
な
る
、
肌
荒
れ
や
小
じ
わ
が

な
く
な
る
、
お
小
遣
い
が
増
え

る
。）

　
　

こ
れ
ら
を
参
考
に
自
分
に
あ

っ
た
方
法
で
禁
煙
に
と
り
く
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。

　

昔
か
ら
早
寝
早
起
き
は
健
康
な
生
活
の
代
名

詞
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近

の
生
体
リ
ズ
ム
の
研
究
で
、
や
は
り
理
に
か
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
く
一
日
は
24
時
間

で
す
が
、
人
間
の
か
ら
だ
の
リ
ズ
ム
は
実
は

25
時
間
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
脳
の
中
に
あ
る
体
内
時
計
で
一
日
24

時
間
に
微
調
整
し
て
い
る
の
で
す
。
生
体
時
計

を
24
時
間
に
調
整
す
る
は
た
ら
き
を
す
る
も

の
を
同
調
因
子
と
い
い
ま
す
。
同
調
因
子
に
は

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ち
ば
ん

効
力
が
あ
っ
て
大
事
な
の
が
光
で
す
。
朝
十
分

な
光
に
当
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
25
時
間
の
針

を
１
時
間
ず
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
つ

ま
り
、
朝
、
十
分
な
光
に
当
た
る
と
目
か
ら
入

っ
た
光
が
脳
の
視
交
叉
上
核
に
あ
る
生
体
時
計

へ
信
号
と
し
て
送
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
各
臓
器
や

全
身
の
神
経
、
細
胞
に
「
朝
だ
よ
。
目
を
覚
ま

し
て
活
動
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
な
さ
い
。」
と

い
う
指
令
が
く
だ
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
夜
に
な

っ
て
光
が
閉
ざ
さ
れ
る
と
メ
ラ
ト
ニ
ン
と
い
う

睡
眠
物
質
（
ホ
ル
モ
ン
）
が
盛
ん
に
分
泌
さ
れ

て
熟
睡
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

生
体
リ
ズ
ム
を
整
え
る
同
調
因
子
は
他
に
食

事
、
温
度
や
音
な
ど
の
環
境
、
家
庭
や
職
場
、

学
校
な
ど
の
社
会
的
環
境
と
い
う
よ
う
に
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。

☆
夜
型
社
会
は
生
体
リ
ズ
ム
を
狂
わ
せ
る

　

最
近
は
「
夜
型
社
会
」
に
な
っ
て
き
た
と
い

わ
れ
ま
す
。
夜
遅
く
ま
で
の
残
業
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
工
場
な
ど
24
時
間
稼
動
し

て
い
る
職
場
な
ど
で
は
夜
働
い
て
昼
寝
る
と
い

う
こ
と
も
め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
も
24
時
間
放
送
し
て
い
ま
す
し
、

世
の
中
全
体
が
休
ま
ず
に
動
き
続
け
て
い
ま

す
。
昔
の
よ
う
に
夜
に
な
る
と
真
っ
暗
で
静
か

に
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ

う
い
う
夜
型
社
会
で
は
生
体
リ
ズ
ム
も
乱
れ
て

き
ま
す
。
単
に
睡
眠
と
覚
醒
の
リ
ズ
ム
だ
け
で

な
く
、
か
ら
だ
中
の
24
時
間
リ
ズ
ム
も
乱
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
血
圧
は
昼
高
く
て
夜
低
い
と

か
、
腸
の
運
動
は
夜
の
方
が
高
ま
る
と
い
う
よ

う
に
臓
器
に
よ
っ
て
活
動
す
る
ピ
ー
ク
が
異
な

る
の
で
す
が
、
こ
う
し
た
リ
ズ
ム
も
乱
れ
る
の

で
次
第
に
か
ら
だ
に
変
調
が
現
れ
て
き
ま
す
。

仕
事
上
、
夜
型
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
が
も
し
改
善
で
き
る
点
が
あ
れ
ば
改

善
し
生
体
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

食事
とくに朝食が大事。朝のコー
ヒーだけでもよいので、決まっ
た時間にとるようにする。

光

生体リズムのいちばん大事な因
子。朝十分に浴びることが大切。
夜は逆に暗くしてメラトニンの
産生を促すようにする。

散歩

ウォーキング

毎日、決まった時間に決まった
運動をすることは生体リズムを
調整する効果がある。

時刻の認知
時計を見て、時刻を確認するこ
とでも生体リズムは調整される。

音
夜はまわりを静かにして、から
だの活動量を落ち着かせる。

起床・

就寝時間を

一定に

睡眠は、生体リズムを維持する
うえでとても大切。毎日決まっ
た時間に起きるようにする。

生体リズムの調整法
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高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

糖
尿
病
負
荷
検
査

このコーナーは、
　　身近な情報を
　　　　皆さんにお伝えする

コーナーです

役場本庁での窓口証明業務（戸籍・住民票・印鑑証明のみ）は

  午後６時15分まで受付しています。（月～金）

県保険医協会
　朝９時から翌朝９時まで24時

間、同内容のテープが流れます。

（祝日は前日のテープ）

　毎月内容が変更されます。

０
（津局）

５９-223-1
い
1
い
1
医
4
師

月

火

水

木
金
土
日
がん予防のための食生活

肝臓がん

骨粗しょう症

不妊症

口臭について

10月のテーマ

健康情報テレホンサービス

（フリーダイヤル）

０１２０-141154

【
対
象
者
】

40
歳
代
及
び
50
歳
代
の
志
原
・

神
木
地
区
住
民
（
60
歳
代
希
望

者
も
受
け
ら
れ
ま
す
）

※
一
日
当
た
り
50
人
検
査
予
定

【
実
施
日
時
】

11
月
６
日
（
水
）、
10
日
（
日
）、

17
日
（
日
）、
20
日
（
水
）、

24
日
（
日
）、
27
日
（
水
）、

12
月
１
日
（
日
）、
４
日
（
水
）

い
ず
れ
も
午
前
８
時
〜
12
時

【
実
施
場
所
】

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
（
た
だ
し
、

11
月
17
日
は
神
木
公
民
館
）

【
対
象
者
】
65
歳
以
上
の
町
民

【
実
施
期
間
】

平
成
14
年
10
月
15
日
〜

平
成
15
年
１
月
31
日

【
実
施
医
療
機
関
】

管
内
及
び
管
外
一
部
医
療
機
関

※
詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
、
防
災
無

線
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

三
重
労
働
局
で
は
、
こ
れ
ま
で

「
三
重
県
最
低
賃
金
」
を
日
額
と

時
間
額
の
両
方
で
定
め
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
14
年
10
月
１
日
か
ら

日
額
を
廃
止
し
て
時
間
額
の
み
と

し
、「
三
重
県
最
低
賃
金
」
を
時

間
額
６
６
７
円
に
改
正
す
る
こ
と

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
現
在
、
月
額
若

し
く
は
日
額
で
賃
金
が
定
め
れ
ら

れ
て
い
る
労
働
者
に
つ
い
て
、
最

低
賃
金
の
日
額
の
廃
止
を
理
由

に
、
一
方
的
に
賃
金
を
引
き
下
げ

る
こ
と
は
、
労
働
条
件
不
利
益
変

更
で
あ
り
出
来
な
い
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、「
三
重
県
最
低
賃
金
」
は
、

三
重
県
内
で
働
く
ア
ル
バ
イ
ト
・

パ
ー
ト
労
働
者
等
を
含
む
全
て
の

労
働
者
（
た
だ
し
、
産
業
別
最
低

賃
金
が
適
用
さ
れ
る
労
働
者
は
除

き
ま
す
。）
に
適
用
さ
れ
る
最
低

賃
金
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
事

業
所
に
お
け
る
支
払
い
賃
金
額
を

確
認
し
、
最
低
賃
金
額
を
下
回
ら

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

三
重
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室


０
５
９
│
２
２
６
│
２
１
０
８

又
は
、
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
ま
で

献
血
に
ご
協
力
を
！

【
日
程
】
10
月
30
日
（
水
）

【
時
間
・
場
所
】

・
午
前
９
時
〜
10
時

御
浜
町
役
場

子
宮
が
ん
検
診

【
対
象
者
】

町
内
在
住
の
30
歳
以
上
の
女
性

【
実
施
期
間
】

10
月
１
日
〜
31
日

【
委
託
医
療
機
関
】

紀
南
病
院
産
婦
人
科

大
石
産
婦
人
科（
熊
野
市
有
馬
町
）

【
自
己
負
担
】

頸
部 

１
２
０
０
円

頸
部
＋
体
部 

１
９
０
０
円

　
　

70
歳
以
上　

無
料

10
月
は
「
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
」
で
す

　

あ
な
た
が
働
い
て
い
る
会
社

は
、
労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
ま

す
か
？
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保

険
と
雇
用
保
険
と
の
総
称
で
す
。

　

あ
な
た
が
働
い
て
い
る
会
社
が

労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
場

合
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
・
公
共
職
業
安
定
所
又
は
三
重

労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
（

０

５
９
│
２
２
６
│
２
１
０
０
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

三
重
県
最
低
賃
金
改
正

・
午
前
10
時
20
分
〜
11
時
40
分

オ
ー
ク
ワ
神
志
山
店

・
午
後
１
時
〜
３
時
10
分紀

南
病
院

・
午
後
３
時
20
分
〜
４
時
20
分

ピ
ネ
観
光
セ
ン
タ
ー
前

※
献
血
す
る
際
に
は
、
事
前
に
問

　

診
・
血
液
比
重
測
定
・
血
液
測

　

定
な
ど
の
健
康
診
断
を
行
い
、

　

医
師
が
総
合
的
に
判
断
し
て
献

　

血
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー


２
│
３
８
１
１
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声に出して
読みたい日本語 2

齋藤　孝 著

新刊案内

in
fo
rm
a
tio
n

c
o
rn
e
r

町図書館だより 新書のお知らせ
　
『
百
人
一
首
』

　

立た

ち
別わ

か

れ

　

い
な
ば
の
山
の

　

峯み
ね

に
生お

ふ
る

　

ま
っ
と
し
き
か
ば

　

今い
ま

か
へ
り
こ
む

　
　
　
　
　
　

中ち
ゅ
う
な
ご
ん

納
言
行ゆ

き
ひ
ら平

　

因
幡
の
国
へ
行
っ
て
も
稲
羽
山

の
松
の
よ
う
に
あ
な
た
が
待
っ
て

い
て
く
れ
る
の
な
ら
す
ぐ
に
で
も

帰
っ
て
こ
よ
う
。

　

庶
民
が
『
百
人
一
首
』
を
暗
誦

し
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
。
眠
り

に
落
ち
る
間
際
に
話
さ
れ
た
言
葉

は
脳
の
奥
深
く
に
届
く
気
が
す

る
。
子
ど
も
は
眠
る
ま
で
く
り
返

し
同
じ
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
う
の

が
好
き
だ
。
あ
ま
り
に
話
が
面
白

い
と
眠
れ
な
い
。
定
番
が
入
眠
メ

ニ
ュ
ー
に
は
適
し
て
い
る
。
意
味

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
言
葉
が
混
じ

っ
て
い
る
ほ
う
が
面
白
い
。
ぼ
や

け
た
頭
の
中
で
想
像
力
が
働
き
、

意
識
的
に
は
想
像
で
き
な
い
イ
メ

ー
ジ
が
夢
の
よ
う
に
湧
き
あ
が
る

か
ら
だ
。
誤
解
も
ま
た
楽
し
い
。

言
葉
に
よ
っ
て
映
像
が
頭
に
浮
か

ん
で
く
る
。
こ
れ
は
じ
つ
に
人
間

ら
し
い
想
像
力
だ
。

　
　
　
　
　
　
　

<

本
文
よ
り>

農薬選び便利帳 岩崎　力夫　著

我敵艦へ突入す 平義　克己　著

わりばし工作 滝口　明治　著

１２支のはなし 永岡　修一　著

ミラクルゴール　

 マイケル・フォアマン　著

電
気
シ
ェ
ー
バ
ー
用
充
電
器

発
煙
発
火
事
故
に
つ
い
て

　

使
用
中
に
発
煙
発
火
事
故
を
起

こ
す
可
能
性
の
あ
る
電
気
シ
ェ
ー

バ
ー
用
充
電
器
が
、
全
国
に
13
万

台
あ
ま
り
出
回
り
、
７
月
19
日
現

在
で
３
５
２
件
の
事
故
が
各
地
で

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
12
年
６
月
６
日
の
リ
コ
ー

ル
手
続
き
以
降
84
％
が
回
収
さ
れ

ま
し
た
が
、
い
ま
だ
約
２
万
台
が

未
回
収
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

熊
野
市
消
防
本
部
管
内
で
の
事

故
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
該
当

製
品
を
お
持
ち
の
方
は
、
直
ち
に

使
用
を
中
止
す
る
と
共
に
販
売
店

や
消
防
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
対
象
製
品････

セ
イ
コ
ー
社
電

　

気
シ
ェ
ー
バ
ー
の
充
電
器

●
機
種
名････

Ｒ
Ｃ
０
１
及
び
Ｒ

　

Ｃ
４
１
の
内
、
下
記
の
製
造
符

　

号
の
も
の

・
Ｒ
Ｃ
０
１
…
…
…
９
Ｄ
、
０
１
、  

 

０
２
、０
３
、

 

０
４

・
Ｒ
Ｃ
４
１
…
…
… 

０
１
、０
２
、

 

０
３
、０
４
、

†
問
い
合
わ
せ
先
†

熊
野
市
消
防
本
部
予
防
課


０
５
９
７
８
│
５
│
３
１
４
４

い
セ
ン
タ
ー
第
２
会
議
室

【
相
談
内
容
】
相
続
、
贈
与
、
売

買
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
、
担
保
権
の

設
定
、
抹
消
等
の
登
記
、
会
社
・

組
合
な
ど
の
法
人
登
記
、
検
察
庁

へ
提
出
す
る
告
訴
状
の
作
成
、
判

断
能
力
の
不
十
分
な
高
齢
者
等
の

財
産
管
理
・
処
分
（
成
年
後
見
）、

自
己
破
産
・
調
停
・
個
人
再
生
手

続
、
法
律
扶
助
の
方
法
、
お
金
貸

借
に
関
す
る
問
題
、
そ
の
他
裁
判

所
へ
の
提
出
書
類
作
成
等

※
10
月
１
日
（
火
）
か
ら
７
日

　
（
月
）
の
間
は
各
司
法
・
行
政

　

書
士
事
務
所
で
も
無
料
で
相
談

　

に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

司
法
書
士
会
熊
野
支
部
長前

川
享
哉


０
５
９
７
８
│
５
│
４
５
６
８

　

検
察
審
査
会
は
、
検
察
官
の
し

ご
と
の
や
り
方
に
国
民
の
声
を
反

映
さ
せ
、
明
る
く
正
し
く
す
る
の

に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
検

察
官
の
不
起
訴
処
分
に
不
満
の
あ

る
方
は
、
気
軽
に
熊
野
検
察
審
査

会
事
務
局
（
裁
判
所
内

０
５
９

７
８
│
５
│
２
１
４
５
）
か
、
最

寄
り
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
相

談
又
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

検
察
審
査
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

第
８
回　

み
え
県
民
文
化
祭

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

東
紀
州
地
区
大
会

「
ま
ち
か
ど
映
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

【
内　

容
】

２
０
０
３
年
「
三
重
映
画
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
開
催
し
ま
す
。
尾
鷲

土
井

竹
林

で
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
名
作
『
旅
路
』
と
紀
南
地
方
の

小
型
映
像
愛
好
会
が
紀
南
地
方
の

四
季
折
々
の
自
然
を
撮
っ
た
短
編

（『
法
門
へ
の
道
』、『
奥
熊
野
』、

『
熊
野
路
早
春
譜
』、『
北
山
川
筏い

か
だ

下
り
』）
を
上
映
し
ま
す
。

【
日　

時
】

平
成
14
年
10
月
20
日
（
日
）

午
後
１
時
開
会

（
午
後
0
時
30
分
開
場
）

【
場　

所
】
熊
野
市
民
会
館

【
入
場
料
】
無
料

†
問
い
合
わ
せ
先
†

紀
南
県
民
局
生
活
環
境
部

生
活
労
働
グ
ル
ー
プ


０
５
９
７
８
│
９
│
６
１
６
９

司
法
書
士
・
行
政
書
士

無
料
相
談
会

【
日
時
】
10
月
５
日
（
土
）
正
午

か
ら
午
後
４
時
ま
で

【
場
所
】
熊
野
市　

熊
野
ふ
れ
あ
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デ

イ

サ

ー

ビ

ス

訪

問
〜

志

原

保

育

所

〜

　

９
月
５
日
、
志
原
保
育
所
の
年

長
組
21
人
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
訪

問
の
た
め
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
に
は
約
30
名
の
お
年
寄
り

が
み
え
て
お
り
、
園
児
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

志
原
保
育
所
で
は
、
こ
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
訪
問
は
毎
年
行
わ
れ
て

お
り
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
初
め
に
園
児
一
人
一

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

訪

問
〜

志

原

保

育

所

〜


保
育
所
を
出
発
で
す
。

　

さ
あ
、
バ
ス
に
乗
り
こ
む
ゾ
！

▼一人ずつ自己紹介。　
　自分の順番がくるまで
　ドキドキするね。


は
っ
ぴ
を
ま
と
っ
て

　

お
祭
り
気
分
だ
！

　

ポ
ー
ズ
も

　
　
　

決
ま
っ
た
ぁ
〜
！！


や
さ
し
く
た
た
い
て
あ
げ
て
ね
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
も

　

気
持
ち
よ
さ
そ
う
。

▲同じ絵のカードをひけば当たりだよ。
　あれ、ちょっと違ったみたい、残念。

人
が
元
気
に
自
己
紹
介
を
し
、
歌
、

手
遊
び
、夕
涼
み
会
で
踊
っ
た
「
う

さ
ぴ
ょ
ん
音
頭
」
な
ど
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
歌
に
合
わ
せ
て
肩

た
た
き
を
し
た
り
、
絵
合
わ
せ
ゲ

ー
ム
な
ど
で
一
緒
に
楽
し
み
ま
し

た
。
最
初
は
緊
張
し
て
い
て
お
と

な
し
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
だ

ん
だ
ん
慣
れ
て
き
た
の
か
、
お
お

は
し
ゃ
ぎ
し
な
が
ら
カ
ー
ド
を
め

く
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
も
お

こ
な
わ
れ
、
園
児
か
ら
は
お
月
見

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
手
作
り
の
壁

掛
け
が
、
お
年
寄
り
か
ら
は
ハ
ン

カ
チ
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
訪

問
も
終
盤
に
さ
し
か
か
り
、
今
度

は
担
任
の
先
生
が
「
桃
太
郎
」
の

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
を
、
園
長
先

生
が
と
っ
て
お
き
の
手
品
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
園

児
も
お
年
寄
り
た
ち
も
真
剣
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　

そ
ろ
そ
ろ
お
腹
が
す
い
て
く
る

時
間
。
と
な
り
の
食
堂
か
ら
も
、

い
い
匂
い
が
し
て
き
ま
し
た
。
お

年
寄
り
の
み
な
さ
ん
に
お
礼
を
言

っ
て
、
さ
あ
、
保
育
所
へ
帰
り
ま

し
ょ
う
。

　

み
ん
な
、
楽
し
い
思
い
出
が
ま

た
一
つ
増
え
た
ね
。
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向こう側向こう側

JA 三重南紀
　　イメージガール決定
　　　5名のイメージガールが

　　　PRに訪れてくれました。

わがら元気塾  自主講座（10月分）わがら元気塾  自主講座（10月分）
郷土の民話教室

【日　時】10月 18日（金）
午後 7時～ 8時 30分

【場　所】中央公民館
【講　師】芝崎　格尚
【内　容】御浜町の民話いろいろ
※語り部

べ

が、郷土の民話を
　　聞かせてくれます。

フォークダンス教室

【日　時】10月 16日（水）
午後７時～８時 30分

【場　所】阿田和公民館
【講　師】門　みち子
【準備物】運動のできる服装、
　　　　 室内シューズ

手作り帽子教室

【日　時】10月 11日（金）
午後 7時～９時 30分

【場　所】中央公民館
【講　師】須崎　久美子
【準備物】ミシン、裁縫道具
　※材料はこちらで用意　
　　します。

★いずれも参加料は無料で、町内在住・在勤の方ならどなたでも参加いただけます。

†申し込み・問い合わせ先†　教育委員会　わがら元気塾事務局 ３－０５２６

もっと長生きしてね
　上市木の宇田数一さんに

　100歳を祝って肖像画が送られました。

元気に体操  1・2・3 ！
　　9月15日 各地区で

　　　　　敬老会が開かれました。
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クローズ
- UP・みは

まち
ょう
の

みは
まち
ょう
のうの

みは

ージあなたのペー

総務課総務課

身近な話題を

　お寄せください

　　　　行政係

鵜殿署 メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

鵜殿署

◆
全
国
地
域
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

　

今
回
、
池
本
さ
ん
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
ち
ょ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み

や
交
通
ル
ー
ル
を
無
視
し
た
『
マ

ナ
ー
』
の
悪
さ
か
ら
、
引
き
起
こ

る
悲
惨
な
交
通
事
故
を
１
件
で
も

減
ら
し
、『
マ
ナ
ー
』
が
い
き
か

う
地
域
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
の
願

い
か
ら
、
役
場
前
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

と
萩
内
ク
ラ
ブ
正
面
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
、
２
ヶ
所
に
交
通
安
全
標
語
を

書
か
れ
ま
し
た
。

　

本
人
い
わ
く
、「
パ
ッ
と
目
に

つ
く
よ
う
に
、
わ
か
り
や
す
く
」

を
心
が
け
書
い
た
つ
も
り
で
す
。

　

こ
の
標
語
で
、
一
人
で
も
多
く

の
大
切
な
命
を
守
る
こ
と
が
で
き

た
ら
、
そ
し
て
、
１
件
で
も
交
通

事
故
が
減
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

池
本
さ
ん
の
こ
の
熱
い
願
い

を
、
皆
さ
ん
も
自
分
自
身
の
身
に

置
い
て
、
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
！

【
期
間
】

10
月
11
日
（
金
）
〜

10
月
20
日
（
日
）

ま
で
の
10
日
間

○
犯
罪
や
事
故
な
ど
を
未
然
に
防

止
し
、
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め

に
全
国
地
域
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

【
期
間
中
の
行
事
内
容
】

　

鵜
殿
警
察
署
で
は
、
鵜
殿
地
区

防
犯
協
会
、
鵜
殿
地
区
職
域
防
犯

組
合
連
合
会
、
鵜
殿
地
区
金
融
機

関
防
犯
協
会
等
と
協
力
し
て
、
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
小
中
学
生
の

防
犯
ポ
ス
タ
ー
展
示
・
表
彰
等
の

行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

下
市
木
在
住
の
池
本 

隆
さ
ん

（
84
歳
）
は
、
数
年
前
か
ら
町
内

の
国
道
42
号
線
沿
い
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
を
利
用
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
方
に
「
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
」
な

ど
社
会
通
念
上
の
『
マ
ナ
ー
』
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

◆
交
通
安
全
啓
発
に
つ
い
て

★
一
番
星
ラ
イ
ト
運
動
実
施
中
！

〜
夕
暮
れ
時
、
ち
ょ
っ
と

早
め
の
前
照
灯
点
灯
〜

　

交
通
事
故
の
発
生
は
、
薄
暮
時

で
あ
る
夕
方
の
午
後
５
時
〜
６
時

前
後
が
一
番
多
発
す
る
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
運
転
者
が
「
ち
ょ

っ
と
早
め
の
前
照
灯
の
点
灯
」
を

心
掛
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事

故
の
防
止
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
「
一
番
星
」
と
い
う
の
は
、
夕

方
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
、
た
く
さ
ん
走

行
し
て
い
る
車
の
中
で
「
一
番
先

に
前
照
灯
を
点
灯
し
た
車
が
一
番

交
通
安
全
を
心
掛
け
て
い
る
」
と

い
う
意
味
で
す
。

　

あ
な
た
も
、
夕
暮
れ
時
の
一
番

星
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
！

★
飲
酒
運
転
の
追
放
！

　

南
牟
婁
郡
交
通
安
全
対
策
協
議

会
で
は
、
こ
の
度
、
飲
酒
運
転
の

池本　隆
たかし

さん

（下市木・萩内クラブ前） （役場前）

ブロック塀で

交通マナーの実践
を

ドライバーに呼び
かけ！

追
放
を
図
る
た
め
に
「
紀
南
断
酒

運
転
の
会
（
断
固
と
し
て
飲
酒
運

転
を
し
な
い
会
）」
を
設
立
し
ま

し
た
。
飲
酒
運
転
追
放
に
賛
同
し

て
く
れ
る
方
で
あ
れ
ば
、
参
加
自

由
で
す
。

　

あ
な
た
も
、
断
酒
運
転
を
励
行

し
て
く
だ
さ
い
！

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
鵜
殿
警
察

署
（
交
通
課
）
ま
で
…


０
７
３
５
│
３
３
│
０
１
１
０
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　今年は、1992 年 11 月 2 日に結ばれた
三重県とスペイン・バレンシア州との姉妹提
携 10 周年です。県においては県民主体の交
流を実現するため、多くの催しを実施してい
ます。この取り組みのひとつとして 11 月 2
日（土）志摩スペイン村では三重県民の方は
入園無料（三重県民であることを証明するも
のが必要）となります。この機会にスペイン
にふれてみてはいかがでしょうか。

（平成14年７月１日～31日届出分）

PLAY  BACK  TOPICS

田　樹
みきと

人く
ん

佳郎さ
ん・久美子さ

ん 

平見　拓
たくと

人く
ん

茂雄さ
ん・綾子さ

ん 

   市　木  



阪神タイガースOB
ジュニアベースボールスクール

山本　風
ふうま

馬く
ん

昇さ
ん・ひとみさ

ん 

松田　葵
あおい

ちゃん

豊さ
ん・美奈さ

ん 

   神志山  



8月のできごと

寺前　穂
ほのか

香ちゃん

政隆さ
ん・直子さ

ん 

白野　比
ひ ろ と

呂渡く
ん

悟史さ
ん・志信さ

ん 
伊永　衣

いぶき

吹ちゃん

和司さ
ん・祐子さ

ん 

   阿田和  


三重県民限定
パルケエスパーニャ無料入園日

　８月１０日（土）阿田和小学校グラウンドにおいて、

阪神タイガース OBの宮本四郎氏と石嶺和彦氏を講師

に迎えてのジュニアベースボールスクールが開催され

ました。参加したのは、阿田和小学校、御浜小学校、

御浜中学校の子どもたち４６人。元プロ野球選手に手

取り足取り指導してもらう子どもたちの表情は、真剣

そのものでした。近い将来、この中から藪選手のよう

なプロ野球選手が生まれるといいですね。

子ども議会
　８月２３日（金）、役場議場で、小・中学生による「子

ども議会」が開催されました。これは、町の子どもた

ちにも町政や議会について興味を持ってもらおうと開

かれたもので、町内の中学生１０人と小学生８人が「子

ども議員」となって一般質問を行いました。町の将来や、

学校、環境、遊び場など子どもならではの質問が多く

出されました。
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編集／総務課行政係

表紙 のことば

お
買
い
物
は　
　
　
　
　
　
　
　

ぜ
ひ
町
内
の
お
店
を　
　
　
　
　
　

ご
利
用
下
さ
い
ネ
。
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No 402

今月の主な内容

◆環境だより・合併研究会・俳句……… �～�◆税務・年金・保健だより……………… �～�◆お知らせ・本…………………………… �～�◆保育所・ファインダー………………… �～�◆ふれあい交差点・赤ちゃん…………… �～�◆クッキングほか………………………… 　　�

平成１４年10月１日発行

　９月 14日（土）松涛園
での「敬老祝賀会」に行っ
てきました。
　年々、催し（アトラクシ
ョン）も趣向が凝らされ華
やかになってきているとの
こと…。今回の目玉は、こ
の４月から、園のクラブ活
動として組織された、その
名も“虹の音楽隊”！によ
る演奏。演目は、「春の小川」
ほか３曲を披露。
　これからも、練習を重ね
レパートリーを増やしたい
と、意欲満々でした。
がんばってくださいね！

Photo 　養護老人ホーム
「松涛園」にて

その名
も“虹の

音楽隊
”！

まちの
風物詩

9月１日現在　人口 10，281人（＋7人） 男4，796人　女5，485人　世帯数4，253戸

年中 のとれる町この広報紙は再生紙を使用しています

月
、
暑
さ
も
峠
を
過
ぎ
、
木
々

も
色
づ
き
は
じ
め
る
と
キ
ノ

コ
（
マ
ッ
タ
ケ
）
の
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
。
こ
の
季
節
は
、
花
が
咲

き
乱
れ
る
夏
山
と
紅
葉
が
端は

ざ
か
い
き

境
期

に
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
樹
林

に
お
お
わ
れ
た
山
を
歩
く
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
キ
ノ
コ
が
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
の
で
は
。
そ
う
そ
う
、

「
マ
ッ
タ
ケ
」
と
言
え
ば
、
高
価
な

秋
の
味
覚
！
私
事
に
な
り
ま
す
が
、

実
家
の
「
み
か
ん
」
を
知
人
に
あ

げ
た
ら
「
マ
ッ
タ
ケ
」
に
化
け
た
？

（
思
え
ば
数
年
前
の
こ
と
で
し
た
）

欲
な
考
え
は
、
ひ
か
え
め
に
し
て

と
…　

そ
う
で
す
、
こ
の
時
期
は
、

世
界
遺
産
登
録
へ
夢
も
膨
ら
む
『
熊

野
古
道
』
を
の
ん
び
り
と
歩
い
て

み
る
の
も
い
い
で
す
か
ね
。

10

◆
期　

間
…

10
月
〜
平
成
15
年
１
月
ま
で

火
〜
金
曜
日
の
予
約
制

（
※
但
し
、
祝
祭
日
は
除
く
）

◆
医
療
機
関
…
紀
南
病
院

◆
対
象
者
…
国
保
加
入
者
で
、
35

歳
以
上
の
方
（
※
納
期
限
到
来
ま

で
の
国
保
税
完
納
者
）

◆
募
集
人
員
…
40 

人

◆
自
己
負
担
金
…
５
０
０
０
円

◆
申
込
受
付
…
10
月
７
日
（
月
）〜

※
募
集
人
員
に
達
す
る
ま
で

◎
申
込
み
は
…
役
場
・
支
所
・
連

絡
所
・
町
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(

※
自
己
負
担
金
と
健
康
保
険
証
、

認
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
く
ら
し
と
相
談
係


3
│
０
５
１
２
（
担
当 

南
）

人
間
ド
ッ
ク（
日
帰
り
）

　

利
用
者
募
集
！


